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毒化した二枚貝類及びマボヤの毒量減衰について 

ねらい 
貝の種類による麻ひ性貝毒の成分組成の差異が毒の減衰と関連性 
があるのかを知ること。 

成果の特徴 

① 毒化した二枚貝等の減衰速度は、イワガキ,マガキ,マボヤ,ムラ 

サキイガイ,ホタテガイ及びアカガイの順で早かった。 

② 毒成分組成と毒の抜けやすさ・抜けにくさとの間には明瞭な関連 
は見出せなかった。 

成果の活用面 
出荷の早期再開に向けた現行の貝毒通達の見直しにつながるもの 
と思われる。 

［具体的データ］ 
1998,2000及び 2001年の 3ヵ年に Alexandrium tamarenseにより毒化した二枚貝類及
びマボヤについて比較検討した。その結果,生物種別の毒蓄積では高毒化のグループにホタ
テガイ及びムラサキイガイが,一方低毒化のグループには,マガキ及びアカガイがそれぞれ
区分され,マボヤおよびイワガキはこれらの中間グループに区分された。 
生物種別の減衰はイワガキ,マガキ,マボヤ,ムラサキイガイ,ホタテガイ及びアカガイの順
で早かった。生物種別の毒成分組成では各生物種の主要毒成分は GTX1+4及び GTX2+3で
あり,これらに少量の C1+2 および STX 群が混在していた。毒成分組成毎の毒の抜けやす
さ・抜けにくさとの間には明瞭な関連は見出せなかった。 
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